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九

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）

改

正

案

現

行

（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

第
十
三
条
の
八

（
略
）

第
十
三
条
の
八

（
略
）

２

法
第
百
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う
者

２

法
第
百
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う
者

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
三
条
第
五
項
（
適
格
機
関
投
資
家
等
特
例
業
務

（
新
設
）

）
に
規
定
す
る
特
例
業
務
届
出
者

十
一
・
十
二

（
略
）

十
・
十
一

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

法
第
百
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う
者

４

法
第
百
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う
者

は
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲

は
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

げ
る
者
と
す
る
。

と
す
る
。

（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

第
二
十
八
条
の
二

（
略
）

第
二
十
八
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
百
九
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う

４

法
第
百
九
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う

者
は
、
第
十
三
条
の
八
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
第

者
は
、
第
十
三
条
の
八
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十

十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。
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（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

（
親
金
融
機
関
等
及
び
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）

第
三
十
七
条
の
九

（
略
）

第
三
十
七
条
の
九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
一
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金

４

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
一
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金

融
業
を
行
う
者
は
、
第
十
三
条
の
八
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第

融
業
を
行
う
者
は
、
第
十
三
条
の
八
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十

十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。


